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〇学校選択制の考え方 

 

 市町村教育委員会は、その設置する小学校又は中学校が２校以上ある場合、就学

予定者（及び学齢児童生徒）が就学すべき小学校又は中学校を指定することとされ

ています。（学校教育法施行令第 5 条第 2 項） 

 近年、学校教育の充実と児童生徒によりよい教育環境を提供することを目的とし

て、偏在解消の手法として「学校選択制」を採択している市町村教育委員会が見ら

れます。 

 あらかじめ保護者の意見を聴取してから就学校の指定を行う取組であり、こうし

た学校選択制の取組について、地域の実情や保護者の意向に即して市町村教育委員

会において適切に判断することが重要とされています。 

 

学区制とは   子どもが就学する公立小学校・中学校を市町村教育委員会が居住

地によって指定する制度を「学区制」といいます。就学指定され

る学校は、基本的に自宅から近い学校となりますが、行政区分と

の兼ね合い等により必ずしも一番近い学校とはなっていないのが

現状です。 

学校選択制とは 「学区制」に対して、学校を自由に選べる制度が「学校選択制」

です。市町村教育委員会があらかじめ、制度利用を希望する保護

者の意見を聴取し、その意見も踏まえ、就学する学校を指定しま

す。ただし、「自由」に選べるといっても各市町村教育委員会によ

って、選択の仕方の形態が異なります。 

 

１ 自由選択制 当該市町村内のすべての学校のうち、希望する学

校に就学を認めるもの 

２ ブロック選択制 当該市町村内をブロックに分け、そのブロック内

の希望する学校に就学を認めるもの 

３ 隣接区域選択制 従来の通学区域は残したままで、隣接する区域内

の希望する学校に就学を認めるもの 

４ 特認校制 従来の通学区域は残したままで、特定の学校につ

いて、通学区域に関係なく、当該市町村内のどこ

からでも就学を認めるもの 

５ 特定地域選択制 従来の通学区域は残したままで、特定の地域に居

住する者について、学校選択を認めるもの 

６ 特定目的選択制 部活動等特定の目的のために、通学区域に関係な

く、市内どこからでも就学を認めるもの 
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 ⑴ 学校選択制のメリット 

 通学の利便性を考え学校選択が可能 

一般的に学区制は、自宅から近い学校に通えるように決められているのです

が、中には教育行政上の区分の仕方によって、近くに学校があっても、遠方

の学校に通わなければならないことも生じます。一方で、学校選択制であれ

ば、通学の利便性を考え、学校を選ぶことができます。 

 子どもの個性を考えて学校選択が可能 

子どもの個性や性格を考えて、あっている学校を選択することができます。

例えば、大人数の学校より、自然豊かで、小規模な学校が合っている子ども

にはふさわしい学校を選択することができます。また、地域の特色を生かし

たり、自主的な学習活動を導いたり、中学校では部活動に力を注いでいる学

校も選択することができます。 

 

 ⑵ 学校選択制のデメリット 

 希望する学校が遠方の場合、通学距離が長くなったり、体力的に負担が生じ

る可能性がある。 

 あらかじめ保護者の意向を聴いて、それを踏まえて各自治体の教育委員会が

入学する学校を指定するが、希望する学校に必ず入れるとは限らず、転用可

能な教室数や教職員の配置等に影響を受けることとなる。 

 人気がある学校へ集中してしまうおそれがある。 

 

（参考）学区制のメリット・デメリット 

 （メリット） 保護者が迷わず入学先を決定でき、地域と子どもが密着して

いる。 

 （デメリット） 家から近い学校が他にあっても、別の学校に通わないとい

けない。児童生徒数が少ない・多い学校であって、子どもの特性に合ってい

ない場合であっても通わないといけない。 
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（ 資 料 一 覧 ） 

 

【学校選択制】 

1． 

2． 

3． 

4． 

5． 

6． 

7． 

8． 

9． 

10． 

（自由選択制）大阪市住吉区の取組 Ｐ１ 

（ブロック選択制）東京都日野市の取組 Ｐ５ 

（隣接区域選択制）愛知県一宮市の取組 Ｐ７ 

（特認校制）東京都中央区の取組 Ｐ12 

（特定地域選択制）京都府木津川市の取組 Ｐ13 

（特定目的選択制）京都府向日市の取組 Ｐ20 

小・中学校における学校選択制の実施状況について（文部科学省） Ｐ21 

就学指定に係る市町村教育委員会の事務手続き（概念図）（文部科学省） Ｐ35 

学校選択制の実施状況／学校選択制の形態（文部科学省） Ｐ36 

学校選択制を導入してよかったこと（文部科学省） Ｐ37 
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